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通学路の安全対策に関する基本情報 

 

１ 通学路について 

 通学路とは、法令※において「児童が小学校(特別支援学校の小学部を含む。)に通うため、1日に

つきおおむね40人以上通行する道路の区間」のほか「児童が小学校に通うため通行する道路の区

間で、小学校の敷地の出入口から1キロメートル以内の区域に存し、かつ、児童の通行の安全を特

に確保する必要があるもの」とされています。 

 町田市立小学校においては、毎年度、学校長が通学路の指定及び通学路図を作成しています。 

町田市立中学校においては、「通学路」の指定はありませんが、生徒が通学に利用する経路と小学

校の通学路が共通する経路については、小学校の通学路の点検において安全対策を講じており、一

定の安全確保を図っています。 

※交通安全施設等整備事業の推進に関する法律施行令第4条 

 

２ 通学の安全確保について 

（1）児童・生徒への安全教育の実施 

  町田市立学校では、児童・生徒が自ら安全確保の意識をもてるよう、東京都が策定している安

全教育プログラムに基づき、下記の領域について小・中学校において学年にあわせた指導を実施

しています。 

①生活安全教育 

 登下校時に遭遇する犯罪や危険、家庭や学校で起こる事故等の危険、地域社会で起こる犯罪

や危険について理解し安全に行動できるよう指導しています。 

②交通安全教育 

 道路における様々な危険や交通法規について理解し安全な歩行ができるようにしたり、地域

の交通安全に関する様々な機関や団体が行っている対策や活動を理解したりできるよう指導

しています。 

③災害安全教育 

   火災や地震などの災害発生時における危険な状況を理解し、適切な行動・対処し安全な行動

ができるよう指導しています。 
 

（2）通学路の安全確保について 

  町田市では、児童の通学の安全を図っていくため、201５年３月に「町田市通学路交通安全ガ

イドライン」（以下「ガイドライン」）を策定しました。このガイドラインに基づき、町田市立小

学校の通学路について定期的に関係機関と合同で点検を行っています。 

  また、地域と協働して子どもの見守り活動を実施しています。 

  ①通学路の安全点検とは 

  学校長が指定した通学路のうち、学校・ＰＴＡ等の保護者から提出される危険箇所改善要望書

をもとに、関係機関とともに合同で現地調査を行い、通学路の現状（登下校時の交通量や人の流

れ等）を確認するとともに、対策案を検討・決定して現地で回答しています。市内小学校42校

を2つのブロックに分け、それぞれ隔年の実施としています。 
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 ア 点検実施者 

A 交通管理者（警察） 

B 道路管理者（町田市や東京都などの地方自治体） 

C 教育委員会 

D 学校 

E 保護者（ＰＴＡ） 

   イ 点検後の対策の実施 

     点検を実施した年度内を目途に順次対策を実施しています。 

   ウ 効果の把握 

     前年度の実施校にヒアリング等を実施し、対策後の状況について関係機関で共有すると

ともに、今後の点検の改善・充実を図っています。 
   

②関係機関の役割及び通学路に対する主な対策例 

  点検後の対策を迅速かつ効果的に対応できるよう各関係機関の役割を明確化及び連携強化し、

通学路に対するガードレールや信号機の設置などのハード面だけではなく、安全教育や見守り活

動などのソフト面での安全対策も推進し、通学路の安全確保の取組を行っています。 

  関係機関の役割及び通学路に対する主な対策例は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハード面 ソフト面

交通管理者
（警察）

学校が通学路を指定にあたっての
助言や交通規制に関する設備整
備、取り締まり等の安全確保に取
り組む。

・規制の決定（例：スクー
ルゾーン、速度制限、一時
停止）
・標識の設置（例：止まれ
の標識や横断歩道の設置）
・信号機の設置・調整
（例：赤信号の点灯時間調
整）

道路管理者
（町田市
など）

所管する道路に関して整備等の安
全確保に取り組む。

・ガードレールなどの設置
・注意喚起の看板設置
（例：とびだし注意など）
・白線（路側帯など）や滑
り止め舗装

教育委員会

・各小学校の通学路を把握し、通
学路上の対策必要箇所がある場合
の相談窓口を設置し、関係機関と
連携し対応する。
・児童の安全意識の向上を図るた
め、交通安全に関する教育を進め
る。

・安全確保に必要な事項に
ついて関係機関と調整また
は関係機関に依頼（例：道
路管理者へ外側線内のグ
リーン舗装の依頼）
・安全対策用品の配布
（例：防犯ブザーや反射材
付ランドセルカバー）

学校

・通学路上の児童、車、自転車の
流れを把握する。
・より安全な通学路を指定し、安
全教育や点検必要箇所の調査・把
握を行う。

・通学路の指定及び変更
・児童への安全教育

保護者
・

地域住民

・通学路上の点検必要箇所の調
査、把握する。
・保護者と地域住民が協力し見守
り活動等を実施する。
・家庭における安全教育等ソフト
面での安全確保に取り組む。

・保護者と地域住民が協力
した見守り活動
・家庭での安全教育

主な対策例
役割関係機関
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（３）安全対策の検討スケジュール 

 

 

３ 本日のワークショップについて 

（１）目的 

  2026年度の通学区域変更にあたって、現在の各小学校区から鶴川第二小学校の場所まで通学

するための想定通学路についてご意見をいただきたいと考えています。 

※想定している通学路については、通学路安全点検などで道路管理者、交通管理者とともに安全

対策を行っているため、基本的には現在の鶴川第二小学校、鶴川第三小学校の通学路を活用する

ことを想定しています。 

 

（２）ワークショップ内容 

  資料３-2 のとおり、各小学校区の通学路の境界のうち、通学区域変更後に通学路になる可能

性がある箇所（現在の通学路との接続箇所）を抽出しましたので、下記の視点からご意見をいた

だければと思います。 

  ①想定される通学路の視点 

   教育委員会で想定している通学路以外に、通学路になりえる箇所についてご意見をください。 

  ②通学路の安全の視点 

   想定している通学路について、道路事情としてどのような危険があると思われるかご意見を

ください。 

   （例：道路の見通し、歩道の幅など道路関連） 

 

（３）ワークショップ後の流れについて 

 ワークショップでいただいた内容をもとに、あらためて現地確認を 6～7月に実施します。 

また、必要な事項について通学路候補の道路を中心に各管理者に要望するなどの安全対策を検

討していきます。 

通学路への安全対策の要望例については資料 3-3をご参照ください。 

 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

通学路の

安全対策

項目
2022年度 2023

年度

2025

年度

2026

年度

2024

年度

各地区

の危険

箇所の

確認・

意見交

換

鶴川第

二・鶴

川第三

小学校

統合新

設校

開校

希望

各地区の危険箇

所の現地確認

現地確

認結果

報告・

意見交

換

①2026年度の想定通学

路の設定

②交通管理者（警察）・

道路管理者（東京都・町

田市など）要望内容作成

①交通管理者（警察）・道

路管理者（東京都・町田市

など）に対策を要望

②地域・保護者と連携した

見守り箇所の設定と実施体制

検討・実施

基本計画策定

①想定通学路

案、②安全対策

要望

①2026年度の

想定通学路

②通学路の安

全対策の要望内

容意見交換


